
� ɽ͡Ίʹ
　水道水༻ϙϦエνϨン管（Ҏ下、)11&管）
のҡ࣋管理ख法として、水༻ϙϦエνϨンύイ
プシステϜ協会では、任ҙのॴで一時的なࢭ水
もしくは水流を制する法としてスクイζΦϑ
（ѹண）法をݺび50ܘᶱから100ᶱで֬立してい
ます。
� ɽ*$5ٕज़ࣄ༺׆ͷ࣮ࢪঢ়گ
　スクイζΦϑ法は上下のѹॖで)11&管を
ѹணし、水流を一時的に制することで補修及び
切りճし管等を行うことができるもので、Ψス
༻ϙϦエνϨン管༻్においてطに普及している
法です。ฐ協会では)11&管༻スクイζΦϑ
۩の開発にたり、管にաなมܗを与えないよ
うѹॖのܗ状やࢭ水のためのѹॖのѹॖִؒ
などをϙイントに技術開発を行いました。
　スクイζΦϑ法の࡞業ϑロー（要版）をਤ
にࣔします。

� ɽ๏ͷվྑ
の改ྑを۩法及び業ੑ向上を目的として࡞　
次の௨り実施しました。
ʢ �ʣิڧ༻&'ιέοτ༻εΫϨʔύͷಋೖ
　これまで補ڧ༻&'ιέοトを設ஔするՕॴの
༥ண໘切࡞業はΧンナ式スクϨーύを༻して
いました。しかし、ط設管の管下部分の切࡞業
ではりϜϥが多く、खしに時ؒを要しました。
今ճ、ׂタイプの&'サυル༻のスクϨーύを

開発したことから、スクイζΦϑ法へ࠾༻し、
業時ؒの大෯なॖがՄ能となりました。Χン࡞
ナ式スクϨーύとサυルスクϨーύの༥ண໘切
業時ؒのൺ࡞ をද（�5ᶱܘびݺֱ） �にࣔします。

ʢ �ʣڲਖ਼۩ͷมߋ
　ѹண後の真ԁڲ正۩に༻していたサυルό
ンυ（サυル付分水ખ）はڲ正ྗが小さいことか
らѹண部が真ԁにりきらないため、補ڧ༻&'
ιέοトの移動࡞業に時ؒを要していました。今
ճ、ڲ正࡞業ઐ༻۩のϦϥウンダーをಋೖする
ことでڲ正ྗが向上し、ѹண部への補ڧ༻&'ι
έοトの移動࡞業ੑが向上しました。ද �にڲ正
する༺のൺֱをࣔします。Ϧϥウンダーを۩
ことによりݺび�5ܘᶱではຆどのέースでプϥス
νοクϋンϚーによる移動がՄ能になりました。

ʢ �ʣิڧ༻&'ιέοτૠೖ༻۩ͷಋೖ
　これまではશてのݺびܘで補ڧ༻&'ιέοト
のѹண部移動は&'ιέοトにて木をし、プϥ
スνοクϋンϚーで移動させる࡞業方法としてい
ましたが、ಛにݺび100ܘᶱでの移動に時ؒを要
していました。今ճ、ઐ༻のιέοトૠೖ治۩を
ಋೖすることで࡞業ੑが向上しました。
� ɽͦͷଞͷࢭਫ๏
　ฐ協会では施ݱの状گをྀߟしたࢭ水法
として、スクイζΦϑ法だけでなくౚ݁法な
どもূݕしています。
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（出典：水道技術ジャーナル ２０２３年１月）

各種手引き・研究成果等はこちら http://www.jwrc-net.or.jp/




